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自分で掘ったジャガイモを手に満足気な子供たち

水緑文化土からのでっかい贈り物

じゃがいもオーナー農園

「

ね
え
、

お
母

さ
ん
見
て
、
こ

ん
な

に
大
き
い
!
」

自
慢
気
に

差
し
出

す
、
手
に
余

る
大

き
な
ジ
ャ

ガ
イ
モ

。
長

靴
を
は
い
て

シ

ャ

ベ
ル

を
片
手
に

、
子

供
た
ち
は

無
我

夢
中

。
こ

ん
な
に
た

く
さ
ん
と

れ
ま
し

た
。「

じ
ゃ
が
い

も
オ
ー
ナ

ー
農
園
」
は

、

市

民
に
土
に

親
し
み

、
収
穫
の
喜

び
を

知
っ

て

も
ら
お
う
と

、
松

戸
市
都
市

農

業
振
興
協

議
会
が
地
元

農
家
の
協
力

を

得
て
行
っ
て
い

る
も
の
で

、
今
年
で
二

回
目

。

十
平
方
を
㍍
を
一
区
画
と
し
て
オ
ー
ナ

ー
を
募
集

。
農
家
が

、
2

月
の

種
イ
モ

植

え

付

け

か

ら
6

月

下

旬

の

収

穫

ま

で
、
丹
精

を
こ

め
て
育

て
て

く
れ
、
今

年
も
予
定
収
穫
量
(
約
十
六
㌔
)
を
は

る
か
に
上

回
る
豊
作
で

し
た

。

日
ご

ろ
口
に

す

る
ジ
ャ

ガ
イ
モ

ガ
、

実
際
に
畑
に

な
っ

て
い

る
の
を
見

た
こ

と
が
あ

る
子

供
は
少

な
く
、
目
の

前
に

茂
る
ジ
ャ

ガ
イ
モ

の

葉
に
、
と
ま

ど
う

一
場
面

も
見

ら
れ
ま
し

た
が
、

掘
り
返

し
た
土
の
中

か
ら
ジ
ャ

ガ
イ
モ
の

姿
が

の
ぞ

く
と

、
子
供

だ
ち
か
ら
歓
声

が
上

が
っ
て
い

ま
し
た

。

自
然
か

ら
の

恵
み
の

実
感
、
大

切
に

し
た
い
で

す
ね
。

潮
干
狩
り
と
違
っ
て
、
掘
れ
ば
必
ず

と
れ
る
の
が
魅
力
で
す
ね
。

思
っ
た
よ
り
も
た
く
さ
ん
と
れ
た
の

で
、「
ご
近
所
の
人
に
も
食
べ
て

も
ら
お

う
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
も
大
喜
び
で
、
楽
し
い

一

日
に
な
り
ま
し
た
。

新松戸

宇田川 信夫さんと

ご家族の皆さん

水緑文化
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平成4年度 松戸市職員募集

平成4年度の松戸市職員採用試験を次のとおり行います。

受験の受け付け‥・8月3 日㈲～14日麕( 二j二・日曜を除く)、

午前9 時～午後4 時30分の間に、市役所本館2 階大会議室で

試験日時…9 月20日(日)午前9 時30分から

※7月20日(月)から人事課で必要書類を交付します。

黯人事課人事係

募 集 案 内

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
試
験
運
転
開
始

電
子
ビ
ー
ム
で
排
煙
中
有
害
物
質
を
除
去

試
運
転
か
始
ま
っ

た
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ

ー
全
景
、
（
上
）
と
、
新
た
に
設
置
さ
れ

た
試
験
装
置
外
観
（
右
）
・
内
部
（
下
）

こ
み
焼
却
時
の
排
煙
に
含
ま

れ
る
有
害
物
質
の
窒
素
酸
化

物
・
硫
黄
酸
化
物
・
塩
化
水
素

の
三
物
質
を
、
電
子
ビ
ー
ム
を

使
っ
て
一
度
に
効
率
的
に
除
去

で
き
る
排
煙
浄
化
装
置
が
、
先

月
2
9日
か
ら
高
柳
新
田
の
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
、
試
験
的
に

運
転
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
と
科
学
技
術
庁

の
外
郭
団
体
で
あ
る
日
本
原
子

力
研
究
所
、
日
本
鋼
管
の
三
者

が
共

同
で

行

っ
て

い

る

も
の

で
、
ご
み
焼
却
の
排
煙
処
理
に
、

電
子
ビ
ー
ム
を
用
い
る
の
は
、

世
界
初
の
試
み
で
す
。

平
成
6

年
9
月
ま
で
に

、
試

験
結
果
の
分
析
を
し
、
本
格
的

な
実
用
化
を
目
指
し
ま
す
。

公

害

防

止

対

策

に

大

き

な

進

歩

を

期

待

全
国

の

都
市

ご
み
の

約

七

電
子
ビ
ー
ム
法
と
は
？

原
理
と
特
徴

新
装
置
は
、
排
煙
に

消
石
灰

水
溶
液
を
墳
霧
し
な
が
ら
、
電

子
ビ
ー
ム
を
照
射
す
る
と
い
う

も
の
で

す
。

電
子

ビ
ー
ム
に
よ
り

、
窒
素

酸
化
物
と
硫
黄
酸
化

物
が
酸
化

さ
れ
、
硝
酸
と
硫
酸
に
な
り
ま

す
。こ

れ
を
消
石
灰
に
よ
り
、
中

和
し

、
カ
ル

シ
ウ
ム
塩
と
し
て

除
去
し
ま
す
。塩
化
水
素
は
、
直

接
消
石
灰
と
中
和
し

、
カ
ル

シ

ウ
ム

塩
と
し
て

除
去
し
ま
す
。

こ
の
方
法
だ
と
、
今
ま
で

何

段
階
に
も
分
け
て
い
た
、
こ

れ

ら
の

有
害
物
質
の
除
去
が
、
一

度
に
効
率
的
に
で
き
、
施
設
ス

ペ
ー
ス
を
節
約
で
き
る
ほ

か
、

廃
水
処
理
の

必
要
も
あ
り
ま
せ

ん
。試

験
は
ク
リ

ー
ン
セ
ン

タ
ー

の
二
基
（
焼
却
能
力
各
百
ト
ン
／

日
）
の
焼
却
炉
の
う
ち
、
一
基

の
約
二
十
分
の
一
の
排
煙
に
対

し
て
行
わ
れ
ま
す
。

○
％
は
焼
却
処
理
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
焼
却
施
設
の
多
く
は
当

然
、
都
市
周
辺
に
あ
り
、
排
煙

の
処
理
に
は
各
自
治
体
に
お
い

て
も
、
十
分
な
配
慮
が
要
求
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
有
害
物
質
の
排
出
濃

度
は
、
大
気
汚
染
防
止
法
で
も

厳
し
く
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
に
約
千
九
百
あ
る
都
市

ご
み
焼
却
施
設
の
中
で
も
、
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
有
数
の

公
害
防
止
対
策
が
講
じ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
電
子
ビ
ー
ム
が
本

格
的
に
実
用
化
で
き
れ
ば
、
市

に
と
っ
て
ば
か
り
で
な
く
、
公

害
防
止
対
策
上
の
大
き
な
進
歩

と
い
え
ま
す
。

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ

ー
か
ら

の

有
害

排

煙

の

数
値

は

現

在

、

窒

素
酸
化
物
約
七
〇
p
p
m
（
国
規
制

値
二
五
〇
p
p
m
以
下
）
、
硫
黄
酸
化

物
約
一
p
p
m
〔
同
一
〇
三
p
p
m
以
下

（

総
量

規

制

値

換
算

）
〕
、
塩
化

水

素
約
一
p
p
m
（
同
四
三
〇
p
p
m
以
下
）

で

す

。

電

子

ビ

ー
ム

法

の

基

礎

実
験

結

果
に

よ
る
と

、
窒

素

酸
化

物
の

七

五
～

八

〇

％

、
硫

黄

酸
化

物

の

約

一
〇

〇

％

、

塩

化

水
素

の

九
〇
％
以
上
は
除
去
で
き
ま
す
。

電
子
ビ
ー
ム
を
利
用
し

た
技

術
は
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
や
タ
イ

ヤ

ゴ
ム
の
改
質

、
医
療
用
具
の

滅
菌
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野

で
応
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

試
験
運
転
で
は
、
有
機
塩
素

系
化
色
物
（
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な

ど
）
に
つ
い
て
も
調
査
を
し
て

い
ま
す
。

黯
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
一
一
8
4
－

3
1
1
5

番

昭

和
1
8
年
4

月

1

日

、
松

戸
町
・
高

木

村

・

馬

橋

村

が

合

併

し

、

松

戸
市

が
誕

生
し

ま

し

た

平

成
5

年
4

月

に

は

、

市

制

施
行

五

十

周

年

を
迎

え

ま

す

。

こ

れ

を

記

念
し

て

さ

ま

ざ
ま

な

催

し

を

行
い

、
松

戸

市
五
十

歳
を

祝
お

う
と
、
市

民
各

層
の

方
々

が
集
い
、
市
制
施
行
五
十
周
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
の
委
員
長
に
は
宮
間
満
寿

雄
市
長
が
、
副
委
員
長
に
は
高
橋
義
雄
市

議
会
議
長
・
椎
名
和
司
商
工

会
議
所
会
頭

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
同
委
員
会
で
は
今
後
、

多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
五
十
周

年
を
祝
え
る
よ
う
、
検
討
を

重
ね
て
い

き

ま
す
。

蠢

五
十
周

年
準
備
室

松
戸
市
・
流
山
市
合
同
の

水
防
演
習
を
実
施
し
ま
す

7
月
2
3日
團
午
前
8

時
3
0分

か
ら

会
場
古
ヶ
崎
江
戸
川
河

川
敷
（
有
料
橋
下
）

演
習
内
容

土
の
う
作
り
、
む
し
ろ
張
り
、

土
の
う
積
み
な
ど

麈
都
市
水
路
課
業
務
係

8
月
2

日
襾

市

税

の
納

付
を

受

け
付

け
ま

す

8
月
2
日
は
市
役
所
収
納
課

と
各
支
所
で

市
税
の
納
付
を
受

け
付
け
ま
す
。
時
間
は
午
前
9

時
か
ら
午
後
4

時
ま
で
で
す
。

ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

蠢
収
納
課
管
理
係

教
育

委
員

会
会

議

を
開
催

7
月
2
3日
閑
午
後
2

時
3
0分

か
ら

会
場
教
育
委
員
会
教
育

長
室

茴
教
育
委
員
会
庶
務
課
秘
書
係

容
6
6
‐
7
4
5
5

番

市

社
会

福

祉
協

議
会

会
費

納

入

に

ご
協

力
を

市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
皆

さ
ん
に
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
会
費
を
財
源
と
し
て

運
営
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。

会
費
一
般
会
員
＝

一
世
帯
三

百
円
、
特
別
会
員
＝
一
口
千
円
、

賛
助
会
員
＝
一
万

円
以
上
（
い

ず
れ
も
年
額
）

蠢
市
社
会
福
祉
協
議
会

容
6
8
1

0
5
0
3

番

原
爆
投
下
日
に
は
慰
霊
と
平
和
の
祈
念
を

昭

和
2
0
年
8

月
6

日

午
前
8

時
1
5
分

広

島
に

、
8

月
9

日

午

前
1
1
時
2

分

長

崎

に

原
子

爆

弾

が
投
下

さ
れ

て

か

ら

、
満

四

十

七

年

を

迎
え

ま

す

。

死
没
者
の
め
い
福
と
世
界
の

平
和
を
祈
り
、
各
職
場
や
家
庭

で
一
分
間
の
黙
と
う
を
し
ま
し

ょ
う
。

黯

総
務
部
庶
務
課
庶
務
係

納
期
を
守
り
ま
し
ょ
う

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
第
二

期
）
納
期
限
・
＝
7
月
3
1日

早
め
に

納
付
（
納
入
）
お
願
い
し
ま
す
。

来年で松戸市も50歳

記念事業実行委員会が発足

第1 回実行委員会総会

8 月31 日(月)ま で

夏 の 防 犯 運 動 を実 施 中

重点目標 ①性犯罪の防止

②オートバイ・自

転車盗の防止

③少年非行の防止 ゜

各 種 税

安全確実な口座振替のご利用を

電子ビーム排煙処理の原理

職 種 採用予定人数 受 験 資 格

技術職（上級）

土木・造園・建築・

電気・機械
若干名

＊＠の人

技術職（初級）

土木・造園・建築・

電気一機械

＊Ｂの人

＊○の人

消 防 職 約30人

＊＠の人

＊⑩の人
＊○の人

保母職

若干名

＊＠・⑩・○の人で、保母の資格を有する人、ま

たは平成5年3月31日までに保母の資格を
取得する見込みの人

保健婦
＊昭和40年4 月2 日以降に生まれた人で、保健
婦の資格を有する人、または平成5 年5 月ま

でに保健婦の資格を取得する見込みの人

栄養士 約10人

＊＠・⑩の人で、栄養士の資格を有する人、ま

たは平成5 年3 月31日 までに栄饗士の資格

を取得する見込みの人

＠＝昭和40年4 月2 日 から46年4 月1 日までに生まれた人で、大学を卒

業または平成4 年度卒業見込みの人

⑩＝昭和42年4 月2 日から48年4 月1 日までに生まれた人で、短期大学

もしく は高等専門学校を卒業、または平成4 年度卒業見込みの人

○＝昭和44年4 月2 日 から50年4 月1 日までに生まれた人で、高等学校

を卒業または平成4 年度卒業見込みの人

受

験

資

格



自
分
の
意
志
で
し
っ
か
り
投
票

き
れ
い
な
選
挙

任
期
満
了
に
伴
う
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
が
、
7
月
2
6日
面

に
行
わ
れ
ま
す
。

国
政
を
託
す
大
切
な
選
挙
で

す
。
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

【
投
票
日
・
時
間
】

7
月
2
6日

㈲
・
午
前
7

時
~

午

後
6
時

【
投
票
で

き
る
人
】

昭
和
4
7年
7

月
2
7日
ま
で
に

生
ま
れ
、
平
成
4

年
4
月
7
日

ま
で
に
転
入
届
出
を
し
、
引
き

続
き
居
住
し
て
い
る
人
(
平
成

4
年
4
月
8
日
以
降
に
転
入
届

出
を
し
た
人
は
、
前
住
所
地
の

選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
)
。

松
戸
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
、
平
成
4
年
3
月
2
6日

以
降
に
転
出
し
、
か
つ
転
出
先

で
未
登
録
の
人
は
、
松
戸
市
で

投
票
で
き
ま
す
。

【
投
票
所
整
理
券
】

整
理
券
を
郵
送
し
ま
し
た
。

投
票
日
ま
で
に
届
か
な
か
っ
た

人
や
紛
失
し
た
人
は
、
投
票
所

の
係
員
に

申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
整
理
券
が
な
く
て
も
、
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人
は
投
票
で
き
ま
す
。

【
投
票
の
方
法
】

選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
に
つ

い
て
は
、
投
票
用
紙
に
候
補
者

個
人
名
を
記
入
し
ま
す
。

ま
た
、
比
例
代
表
選
出
議
員

選
挙
に
つ
い
て
は
、
投
票
用
紙

に
政
党
名
を
記
入
し
ま
す
。

※
投
票
所
・
投
票
区
域
の
一
部

が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
投
票

所
整
理
券
ま
た
は
、
7
月
2
3

日
困
発
行
の
「
白
ば
ら
だ
よ

り
・
臨
時
号
」
で
確
か
め
て

か
ら
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

【
開
票
】

7
月
2
6日
午
後
7
時
3
0分
か

ら
、
運
動
公
園
体
育
館
で

当

日

投

票

で

き

な

い
人

は

不

在

者

投

票

を

投
票
日
に
会
社
の
出
張
、
出

産
予
定
、
旅
行
な
ど
の
理
由
で

投
票
で
き
な
い
人
は
、
不
在
者

投
票
を
し
ま
し
ょ
う
。

期
間
・・・
7
月
2
5日
出
ま
で

時
間
・
:午
前
8
時
3
0分
～
午

後
5
時

場
所
…
市
役
所
本
館
二

階
大

会
議
室
(

支
所
で
は
で

き
ま
せ

ん
)持

参
す
る
も
の
・
:印
鑑
、
投

票
所
整
理
券

牋
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

重 度 身 体 障 害 者 向 け の

日 常 生 活 用 具 が 増 え ま し た

市
で

は
在
宅
の
重
度
身
体

障

害
者
の
皆
さ
ん
が
、
よ
り
生
活

し
や
す
い
よ

う
に
日
常
生
活
用

具
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
特
殊

寝
台
や
、
電
動
タ
イ
プ
ラ
イ

タ

ー
な
ど
三
十
一
種
に
加
え

、
新

た
に
三
種
が
増
え
ま
し
た

。

聴

覚

障
害

者
用

通
信

装
置

(
フ
ア
ク
シ
ミ
リ
)
・
・
・
対
象
=
身

体

障

害

者
手

帳

所

持
者
(

十
八

歳
以

上
)
で

、
聴

覚

障
害

者

ま
た

は

発

声

・
発

語
に

著
し

く

障

害

が

あ

る
人

で

、
コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ
ン

・
緊

急

連

絡
な

ど

の

手

段

と
し

て

必

要

と

認
め

ら

れ

る

人

盲
人

用

体

重

計

…
対

象
=

身

体

障

害

者
手

帳

所

持

者
(

十

八

歳

以
上
)

で

、

視

覚

障
害

二

級

以

上
(

盲
人

の

み

の
世

帯
お

よ

び
こ

れ
に

凖

ず

る

世

帯
)

携

帯

用
会

話

補

助

装
置
・
:
対

象
=

身

体
障

害

者

ま
た

は

肢

体

不

自

由

者
で

、

発

声

・

発
語

に

著
し
い

障
害

の

あ

る
人

熈

し

あ

わ
せ

課

給

付

係

お役立てく ださい(ファクシミリ)

松
戸
花
火
大
会

8/8( 土)
日

時
…
8

月
8
日
出
、
午
後

7
時
3
0分
～
9

時
〔
雨
天
・
荒

天

の
場
合
は
8

月
1
5日
出
に

延

期
〕会

場
・
:商
工
会
議
所
先
の
江

戸
川
河
川

敷

内
容
・
:打
ち
上
げ
花
火
な
ど

一
万
発

交
通
規
制
に
つ
い
て
は
広
報

ま
つ

ど
8
月
5

日
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

蠢
松
戸
花
火
大
会
実
行
委
員
会

(
商
工

会
議
所
内
)
0
6
4
-
3

1
1
7

番

大

江

戸

花

火

ま

つ

り

古

ケ

崎

周

辺

で

交

通

規

制

7
月
2
4日
窗
午
後
7
時
3
0分

~
9

時
〔
雨
天

等
の
場
合
は
8

月
2
1日
窗
〕

会
場
古
ヶ
崎
の

江
戸
川
河
川
敷

規
制
時
間
・

区
域
午

後
6
時
3
0分
盂

…一
時
・

古

ヶ
崎

一
丁

目
、

栄
町
西

四

~
五
丁
目
、
流
山
街
道
と
江
戸

川
河
川

敷
の
間
な
ど

固

大
江
戸
花
火
ま
つ
り
事
務
局

登
0
3
1
3
3
5
9
-
1
8
6
(
X
)

番

花
火
は
楽
し
く

安
全
に
遊
び
ま
し
よ
う

蠢
市
消
防
局

救
急
防
災
課
-
-

6
3
-
1
1
1
1
内
線
9
冫
上
7

番

7 月26 日(日)

参議院議員選挙

(
仮

称
)

松
戸

市

文
化
会

館

(
森
の

ホ
ー
ル
2
1
)の

開
館

記

念
事

業

招
待
者

が
決

定
し

ま

し

た文
化
会
館
の
愛
称
募
集
に

多
数
ご
応
募
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
応
募
い

た
だ
き
ま
し

た
皆

さ
ん
(

千
九
百
五
十
五
人
)

の

中
か
ら
厳
正

な
抽
選
を
行
い

、

岡
部
順
子
さ
ん
(
根
木
内
)
ほ
か

四
十
九
人
の
方
を
ペ
ア
で

開
館

記
念
の
催
し
物
に
招
待
さ
せ
て

い

た
だ
き
ま
す
。

各
当
選
者
の
発
表
に
つ
い
て

は
、
招
待
券
の
発
送
を
も
っ
て

替
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

周一
文
化

会
館
開
設
室

(
仮

称
)

松
戸
市

文
化

会
館

(
森

の

ホ

ー
ル
2
1
)内
の

レ
ス

ト

ラ

ン
事
業

者
を

募
集

二
十
一
世
紀
の

森
と

広
場
内

に
建

設
中
の

文
化
会
館
(
平
成

5
年
1
1
月
に
開
館
予
定
)
内
で

レ
ス
ト
ラ
ン
の

営
業
を
希
望
す

る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

資
格
①
松
戸
市
在
住
ま
た
は

市
内
に
営
業
所
を
有
す
る
②
洋

食
ま

た
は

和

食
を
取

り

扱
う

(
中
華
料
理

を
除
く
)
③
開
館

と

同
時
に
営
業
を

開
始
し
、
そ

の

後
引
き
続
き
三

年
以
上
継
続

し
て
営
業
で

き
る
④
レ
ス
ト
ラ

ン
(
約
七
十
席
)
、
レ
セ
プ
シ
ョ

ン

ホ
ー
ル
(
最
大

時
立
食
五
百

人
)
、
ビ
ュ
ッ
フ

ェ
(
軽
飲
食
)

な
ど
の
一
括
営
業
に
対
応
で

き

る
事

業
者

説

明
会
7

月
3
1

日

窗

匣
7

月
2
9日
團
ま
で
に
、
電
話

で
文
化
会
館
開
設
室
へ

児
童

扶
養

手
当
の

申
請

は
お

済
み
で

す

か

手
当
を
受
け
る
こ

と
が
で
き

る
人
は
、
次
の

条
件
に

あ
て
は

ま
る
十
八
歳
未
満
の
児
童
(

障

害
児
は
二
十
歳
未
満
)

を
監
護

し
て
い
る
母

、
ま
た
は
母
に
代

わ
っ
て

そ
の

児
童
を
養
育
し
て

い
る
人
(

養
育
者
)
で

す
。
①

父
母
が
婚
姻
を
解
消
し

た
②
父

が
死
亡
し

た
③
父
が
重
度
の

障

害
(
国
民
年
金
の
障
害
等
級
一

級
程
度
)
に

あ
り
、
公

的
年
金

の
加
算
対
象
に
な
っ
て
い
な
い

④
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

⑤
父
か
ら
一
年
以

上
遺
棄
さ
れ

て
い
る
⑥
父
が
法
令
に
よ
り
一

年
以
上

拘
禁
さ
れ
て
い
る

⑦
母

が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で

懐
胎
し

た

⑧
父
母
と
も
不
明

た
だ
し

、
右
の
条
件
に
あ
て

は
ま
っ
て
い
て
も
、
次
の
よ
う

な
場
合
は
手
当
の
支
給
が
受
け

ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
対
象
児
童
が
、
母
の
配
偶
者

(
内
縁
関
係
な
ど
を
含
む
)
に
養

育

さ
れ
て

い

る

②
対

象
児

童

や
、
手
当

を
受
け
よ
う
と
す
る

母
ま
た
は
養
育
者
が
、
国
民
年

金
(

老
齢
福
祉
年
金
を
除
く
)

や
厚
生
年
金
な
ど
の
公

的
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る

ま
た
、
一
定
額
以
上
の
所
得

が
あ
る
場
合

、
手
当
の

支
給
が

制
限
ま
た
は

停
止
さ
れ
る
こ

と

が
あ
り
ま
す
。

※
昭
和
6
0年
8
月
1
日
以
降
に

支
給
要

件
に
該
当
す
る
よ
う

に
な
っ
た
人
に
つ
い
て
は
、

支
給
要
件
に
該
当
し
た
日
か

ら
五
年
を
経
過
し

た
場
合
に

は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
と

き
を
除
き
、
認
定
の
請
求
が

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

憖一
援
護
課
援
護
係

8
月

は

ご
み
の

分
別
強
化

月
間
で
す

ご
み
の
分
別
収
集
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
っ
て

定
着
し
て
き
ま
し
た
が
、
一
部

の
集
積
所
で
は
ル
ー
ル
が
守
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。

分
別
を
し
な
い
で
出
さ
れ
た

ご
み
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
集
積
所
付
近
の
住
民
の
迷

惑
に
な
り
ま
す
。

「
水
切
っ
て
分
別
守
っ
て
こ

ま
め
な
ク
リ

ー
ン
」
を
合
言
葉

に

、
清
潔
で

住
み
よ
い
街
づ
く

り
の
た
め
に

、
ご
み
の
減
量
と

再
資
源
化
に

ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

憇

清
掃
第
一
課
業
務
係

8
月
1
5日
出
の

ご
み

・
し
尿
の

収
集
は

、
お

休
み

で
す

。

凹
清
掃
第
一
課
業
務
係

あ
な
た
の
健
康
⑩

扁
(
へ
ん
)
桃
炎
は
い
ろ
い

ろ
な

病
原
体
に
よ
っ
て
起
こ

っ
て

き
ま
す
が
、
溶
連
菌
と

い

う
細
菌
に
よ
っ
て
起
こ

っ

て
く

る
も
の
は
、
と
く
に
症

状
が
強
い
の
で

溶
連
菌
感
染

症
と
い
い
有
名
で
す
。

症

状

潜
伏

期

は
三

日

ぐ
ら

い

で
、
高
熱
と
と
も
に
、
の
ど
が

痛
く
な
り

、
翌
日
ぐ
ら
い
か

ら
、
体
中
に
粟
(
あ

わ
)
つ
ぶ
の
よ
う

な
小
さ
い
紅
色
の

発
疹
(し
ん
)
が
出

て
く
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
。

顔
も
赤
く
な
り

ま
す
が
、
口
の
周

り
だ
け
は
発
疹
が

み
ら
れ
な
い
の
が

普
通
で
す
。
の
ど

は

真
つ
赤
に

は

れ
、
舌
に
も
赤
い

ブ
ツ
ブ
ツ
が
で
き

て
、
い
ち
ご
舌
と

呼
ば
れ
る
状
態
に

な
り
ま
す
。

問

題

点

昔
、
原
因
が
分
か
ら
な
か

っ

た
こ

ろ

は
、「
し

ょ

う

紅

熱
」
と
い
っ
て
、
法
定
伝
染
病

に
入
れ
ら
れ
て
、
恐
れ
ら
れ
、

コ
レ
ラ
や
チ
フ
ス
と
同
じ
よ

う
に
隔
離
さ
れ
て
し
ま
い

ま

し
た
。

今
で
は
、
溶
連
菌
と
い

う

化
膿
(
の
う
)
菌
が
原
因
で

あ

っ
て
、
抗
生
物
質
に
よ
っ
て

比
較
的
簡
単
に

治
る
こ

と
が

分
か
り

、
以
前
の

よ
う
な
強

い

症
状
に
ま
で

進
行
す
る
こ

と
も
少
な
く
な
っ
て

、
ご
く

普
通
の

病
気
と
同
じ
よ
う
に

取
り
扱
っ
て
よ
い
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

従
っ
て

、
大
変
ま
れ
な
重

症
の
場
合
の
み
、「
し
ょ
う
紅

熱
」
と
い
い
隔
離
さ
れ
ま
す

が
、
通
常
は
溶
連
菌
感
染
症

と
い
う
病
名
を
使
う
よ

う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

た

だ

し

下

熱

し

、

発

疹

も

消
え

て

、

大

変

良

く
な

っ
た

よ

う
に

み

え

て

も

、

扁

桃
に

つ

い

た

菌

は

な

か
な

か

取

れ

ず

、

後
に

な

っ
て

腎
(
じ

ん
)

炎
や

紫

斑
(
は

ん
)

病
や

リ

ュ

ー
マ

チ

熱
な

ど

を

起
こ

す

可

能

性
が

あ

る
の

で

、
現

在

で

は

、
そ

ち
ら

の

方

が

大
き

な
問

題

と

な

っ
て

き

ま
し

た

。

治

療

抗
生
物
質
が
良
く
効
き
ま

す
。
し
か
し
、
前
述
の

余
病
を

防
ぐ
た
め
に
は
、
適
切
で

十

分
な
治
療
が
必
要
で
、
多
く

の

場
合
、
七
日

か
ら
十
二
日

間
ぐ
ら
い
抗
生
物
質
を
使
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
患
者
さ
ん
の
兄

弟
な

ど
に
抗
生
物
質
を
使
っ

て

、
発
病
を
予
防
す
る
こ

と

も
で
き
ま
す
。

(
松
戸
市
医
師
会
)

溶連菌感染症

大切な選挙です。必ず投票しましよう



長寿社会を目指して

一高齢化社会は市民みんなで考えたい問題-

「
高
齢
化
社
会
」
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
て
久
し

く
な
り
ま
す
が
、
二
十
一

世
紀
の
初
め
に
は
、
四
人
に
一
人
が
高
齢
者
と
い
う
「
超
高
齢
化
社
会
」
が
や

っ
て
く
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
社
会
の
到
来
は
、
高
齢
者
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
若
い
人
た
ち
も

含
め
た
市
民
全
体
の
問
題
で
す
。

だ

れ
に
で
も
訪
れ
る
高
齢
化
と
、
そ
れ
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
応
す

る
た
め
に
、
市
で
は
い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
、
在
宅

福
祉
事
業
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

西
暦
二
〇
〇
〇
年
に
は

約
9
人
に
1
人
が

6
5歳
以
上
に

市
内
の
高
齢
者
人
口
(
六
十

五
歳
以
上
の
人
口
)
は
、
現
在

約
三
万
五
千
人
。
平
成
1
2年
に

は
、
五
万
四
千
人
と
な
り
、
約

九
人
に
一
人
が
六
十
五
歳
以
上

に

な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
今
後
の

高
齢
者
サ

ー
ビ
ス
を
充
実
す
る
た
め
に
、

長
期
的
な
展
望
を
持
っ
て
老
人

保
健
福
祉
計
画
を
策
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
、

高
齢
者
が
、
生
き
が
い
を
持
つ

て

、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
街
づ

く
り
を
目
指
し
て

、
在
宅
福
祉

サ

ー
ビ
ス

を

中
心

と
し

た

保

健
・
福
祉
・
医
療
対
策
を
充
実

さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま

す
。

高 齢 者 人 口 の 推 移

(平成7 年、12年の数値は予想値です)

豊かな老後は健康から

在宅樵祉サービスに

力を入れています
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の

虚
弱
な
人
を
対
象
に
、
一
週
間

に
一
回
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
、
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
ま
す

。

サ
ー
ビ
ス
内
容
:
入

浴
、
給

食
、
機
能
訓
練
、
生
活

指
導
、

介
護
者
教
室
、
養
護
、
健
康
診

査
、
送
迎

申
請
手

続
き
・
:聞
き
取
り
調

査
を
行
い
ま
す
の
で

、
印
鑑
を

持
参
し
て
、
家
族
の
方
が
お
い

で

く
だ
さ
い

。

利
用
施
設
・
デ
ィ
ー
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
(
四
施
設
=

松
寿

園
、
南
花
園
、
マ

ー
シ
イ
ヒ
ル
、

や
わ
ら
木
苑
)

費
用
…
一
回
あ
た
り
八
百
円

(
生
活
保
護
世
帯
、
生
計
中
心

者
の
前
年
の

所
得
税
が
非
課
税

の
世
帯
の

場
合
は
無
料
)

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィミ

ド
ル
ス
テ
イ
事
業

お
お
む
ね
六
十
五

歳
以

上
の

ね
た
き
り
、
痴
呆
性
老
人
等
で
、

介
護
者
が
介
護
に
疲
れ
た
り
、

病
気
・
旅
行
・
冠
婚
葬
祭
な
ど

で

、
一
時
的
に

、
老
人
の
介
護

が
で
き
な
い

場
合
に
利
用
で
き

ま
す
。

登
録
手
続
き
・
:利
用
し

た
い

人
は
、
医

師
の
診
断
書
・
印
鑑

を
持
参
の

う
え
、
な
が
い
き
課

窓
口
で

登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
期
間
・・・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
=

七
日
以
内
、
ミ

ド
ル
ス
テ

イ
=

二
ヵ
月
以
内

利
用
施
設
・・・
市
内
の

特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
(
五
施
設
=
緑

風
園
、
松
寿
園
、
南
花
園
、
マ

ー
シ
イ
ヒ
ル
、
や
わ
ら
木
苑
)

利
用
方
法
…
登
録
後
は
、
各

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
直
接
、

利
用
の
申
し
込
み
が
で

き
ま
す

(
電
話
で
の
予
約
も
可
)
。

費
用
…
一
日
二
千
円
(

生
活

保
護
世
帯
、
生
計
中
心
者
の
前

年
の
所
得
税
が
非
課
税
の
場
合

は
無
料
)

家
庭
奉
仕
員
(
ホ
ー
厶
ヘ
ル
パ
ー
)

派
遣
事
業

お

お

む

ね
六

十

五

歳
以

上

の

在

宅

の

人
で

、
日

常

生
活

に

支

障

が

あ

っ
て

、

家

族

が
介

護

で

き

な
い

状
況

に

あ

る

と
き

、

家

庭

奉

仕

員
(
ホ

ー
ム
ヘ

ル

パ

古

を

派

遣
し

ま

す

。

サ

ー

ビ
ス

内

容
・
・・
①
食

事

の

世

話

②
衣

服

の

洗
濯

③
居

室

の

掃

除

④

身
の

回

り
の

世
話

⑤
生

活

必
需

品

の

買
い

物

⑥
通

院

の

付

き
添

い

⑦

在

宅
入

浴

の

介

助

⑧

身
体

の

清

拭
(
し

き
)
な

ど

費
用
・
・・
前

年
の

所
得

税

額
に

よ

り

一

時

間
当

た

り

二

百

円
~

六

百

五

十

円
(

非

課

税

世

帯
は

無
料
)

黯

お

せ

わ

課

ホームヘルパーガ身の回り のお世話をします 歌を楽し むディサービス利用者の皆さん( 南花園で)

7
/
2
1
日
脚
～
8
/
2
0
日

南

夏

の
交

通
事

故
防
止

運

動

重
点
目
標
①
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
の
徹
底

②
若
者
の
ス
ピ
ー

ド
の
出
し
過
ぎ
に
よ
る
交
通
事

故
防
止

③
子
供
と

高
齢
者
の

道

路
横
断
中
の
交
通
事
故
防
止

④

違
法
駐
車
の
追
放

「
江

戸
川

の
風

景
写

真
コ
ン

ク

ー
ル
」

作

品
募
集

内
容
江
戸
川
へ
の
親
し
み
を

感
じ
さ
せ

る
江
戸
川
周
辺
の
風

景
写
真
(

カ
ラ

ー
・
白
黒
と
も

四
ツ
切
以
上
)

募
集
期
間
8

月
1

日
出
～
1
2月
2
5日

窗

熈
公
害
課
公

害
対
策
係

千

葉

人
材

銀
行

へ
登
録

を

専
門
・
技
術
的
職
業
お
よ
び

管
理
職
経
験
者
の

職
業
紹
介
を

し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
登
録
く
だ

さ
い

。

蠢
千
葉
人
材
銀
行
登
0
4
3
-
2
2
4
-

3
1
8

番

喜
楽

家

サ

マ
ー
キ

ャ
ン

プ

参
加

ボ
ラ

ン
テ

ィ

ア
募

集

8
月
1

日
出
～
3

日
側
(
二

泊
三
日
)

場
所
新
作
三
丁

目

殿
山
公
園

対
象
障
害
者
と
キ

ャ
ン
プ
生
活
を
し
よ
う
と
思
う

人
な
ら
ど
な
た
で
も

費
用
二

千
円
(

高
校
生
以
下
千
円
)

※
金
銭
、
物
品
カ
ン
パ
そ
の
他

の
手
伝
い
な
ど
、
ご
協
力
く

だ
さ
る
人
は
連
絡
し
て
く
だ

さ
し
き
ら
く
の
い
え

圃
電
話
で
喜
楽
家
音
4
4
-
9
9

5
1
番
(
月

曜
を
除
く
)

建

設
業

退
職

金
共

済
制

度

を

ご
存

じ
で

す

か

全
国
ど
こ

の
建
設
現
場
で
働

い
て

も
、
各
事
業
所
に
雇
用
さ

れ
た
期
間
を
通
算
し
て
退
職
金

を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
る
制

度
で
す

。

黯
建

設
業
退
職
金
共
済
千
葉
支

部
容
0
4
3
-
2
4
6
-
7
3
7
9

番

簿
記
教
室

会
場
松
戸
商
工
会
議
所

持

ち
物
筆
記
用
具
、
そ
ろ
ば
ん
ま

た
は
電
卓

汰
都
合
に
よ
り
日
程
を
変
更
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

惠
参
加
費
を
持
っ
て
、
直
接
松

戸
商
工
会
議
所
(
昔
6
4
-
3
1

1
1
番
)
へ

夏
休
み
一
日
陶
芸
教
室

7
月
2
9日
困
~
3
1日
窗
、
各

曜
日
と
も
午
前
9
時
3
0分
~
H

時
3
0分
、
午
後
2
時
~
4
時
の

ど
ち
ら
か

会
場
陶
松
(
市
立

病
院
裏
)
費
用
五
百
円
定

員
各
十
二
人

憇
繩
文
土
器
を
作
る
会
・
小
堀

容
6
8
-
7
7
2
6番

初級( 日商簿記検定3 級程度)

期 日 時 間 費 用 定員

昼コース
8/18(火)

~10/30 廁

期間内の

火曜日と

金曜日

(全20回)

午前9 時

30分~

11時30分

参加費

10,000円

( 非会員

20,000円)

※テキスト

代を含む

各

30人

夜コース
午後6 時

~8 時

中級( 日商簿記検定2 級程度)

期 日 時 間 費 用 定員

夜コース

8/18C 火)

~10/30c

期間内の

火曜日と

金曜日

(全20回)

午後6 時

~8 時

参加費
15000
円
非会員25
.000円
テキスト代
を含む

30人



ひ
と
り
暮
ら
し
の
老
人
の
方
に

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
お
近
く

の
民
生
委
員
を
通
じ
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
の
は
、
六
十
五

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人

で
す
。

福
祉
電
話

電
話
を
お
持
ち
で

な
い
人

に
、
市
の
電
話
を
お
貸
し
し
ま

す
(
前
年
の
所
得
税
が
非
課
税

の
人
の
み
)
。

訪
問
電
話

電
話
を
持
っ
て
い
る
人
や
福

祉
電
話
を
貸
与
さ
れ
て
い
る
人

に
、
訪
問
電
話
を
か
け
て

、
孤

独
感
の
解
消
を
図
っ
た
り
、
各

種
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

電
話

料
金

を
助

成

訪
問
電
話
を
受
け
て
い
る
人

に
、
毎
月
の
電
話
料
(
三
百
円
)

と
基
本
料
金
を
助
成
し
て
い
ま

す
。緊

急
通
報

装

置

急
病
や
災

害
(
火
災
・
ガ
ス

漏
れ
な
ど
)
の
緊
急
事
態
に
適

切
に
対
応
す
る
た
め
に

、
緊
急

通
報
装
置
を
お
貸
し
し
ま
す

。

緊
急
時
に
緊
急
通
報
装
置
の

ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で

、
消
防

局
に
自
動
的
に
通
報
さ
れ
ま
す

(
所
得
税
非
課
税
の
人
の
み
)
。

電話から 離れていてもペンダント で

通報でき ます

消
防
局
へ
直

通
の
緊
急
通

報
装
置

健
康
と
医
療

老
人
医

療

費
を
助

成

老
人
医
療
受
給
者
の
入

院
と

外
来
診
療
に
伴
う

費
用
(

自
己

負
担
金
)
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

※
保
険

が
適
用
さ
れ
な
い

費
用

は
助
成
さ
れ
ま
せ
ん
。

対
象
…
市
内
に
一
年
以
上

住

ん
で
い
る
老
人
保
健
法
の
加
入

者
で

、
表

―
に
該
当
す
る
世
帯

の
人申

請
手

続
き
・
:①
病
院
の

領

収
書
②
世
帯
全
員
の
所
得
を
証

明
す
る
も
の
(

所
得
証
明
書
な

ど
)

③
預
金
通
帳
(
振
込
口
座

が
確
認
で
き
る
も
の
)

④
印
鑑

を
持
参
の
う
え
、
な
が
い
き
課

窓
口
へ

付

添
看
護

料
を

助
成

基
準
看
護
病
院
以
外
の
病
院

に
入
院
し
、
付
添
看
護
を
受
け

て

看
護
料
を
支
払
っ
た
と
き
、

老
人
医
療
費
支
給
額
(
老
人
保

健
課
支
給
分
)

を
差
し
引
い
た

金
額
に
つ
い
て
助
成
し
ま
す
。

対
象
・
:市
内
に
一
年
以
上
住

ん
で
い
る
老
人
保
健
法
の
加
入

者
と
六
十
五

歳
以
上
の
ひ
と
り

暮
ら
し
の
人

助
成
額
・
:
①
現
年
度
分
市
民

税
非
課
税
世
帯
の
人
=

一
回
当

た
り
四
午
五
百
円
以
内

②
現
年

度
分
市
民
税
均
等
割
課
税
世
帯

の
人
=

一
日
当
た
り
三
千
五
百

円
以
内

③
表
1
に

該
当
す
る
世

帯
の
人
=

一
日
当
た
り
二
千
五

百
円
以
内

助
成
日
数
・
:年
間
九
十
日
以

内
申
請
手
続
き
・
:
①
付
添
看
護

料
の
領
収
書
(
コ
ピ
ー
で
可
)
②

世
帯
全
員
の
所
得
を

証
明
す
る

も
の
(
所
得
証
明
書
な
ど
)
③
老

人
保
健
課
か
ら
通
知
さ
れ
た
医

療
費
支
給
決
定
通
知
④
預
金
通

帳
(

振
込
口
座
を
確
認
で
き
る

も
の
)
⑤
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、

な
が
い
き
課
窓
口
へ

特

殊
眼

鏡
等

費
用

を
助

成

老
人

性
白
内
障
手
術
に
伴
う

視
力
の
矯
正
(
き
ょ
う
せ
い
)
に

要
す
る
特
殊
眼
鏡
と
コ
ン

タ
ク

ト
レ
ン
ズ
の

費
用
の
一
部
を
助

成
し
て
い

ま
す
。

対
象
…
市
内
に
一
年
以
上
住

ん
で
い
る
六

十
五
歳
以

上
の
人

で

、
表
1
に

該
当
す
る
世
帯
の

人
助
成
額
・
:①
特
殊
眼
鏡
一

対

に
つ
き
一
万
五
千
円

②
コ
ン

タ

ク
ト
レ
ン
ズ
一
眼
に
つ

き
一
万

五
千
円

申

請
手
続
き
…

①
特
殊
眼
鏡

な
ど
の
費
用
の

領
収
書
②
世
帯

全
員
の
所
得
を

証
明
す
る
も
の

(
所
得
証
明
書
な
ど
)
③
預
金
通

帳
(
振
込

口
座
を
確
認
で
き
る

も
の
)
④
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、

な
が
い
き
課
窓
口
へ

※上記の金額は、世帯構成( 年齢等) に

よって異なりますので、詳細はなかい

き課までお問い合わせください。

世帯人数 市民税所得金額

1人 約2,120,000円以下

2人 約3,020,000円以下

3人 約4,060,000円以下

4人 約5,130,000円以下

5人 約6,140,000円以下

介護が必要な老人を

抱えている方に

移
動
入
浴
車
に
よ
る

入
浴
介
護

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
で

、

家
庭
で
の
入
浴
が
困
難
な
ね
た

き
り
の
人
に
、
移
動
入
浴
車
で

看
護
婦
が
付
き
添
い

、
入
浴
介

護
を
行
い
ま
す
。

費
用
…

前
年
の

所
得
税
額
に

よ
り
一
時
間
当
た
り
二
百
円
~

六
百
五
十
円
(

非
課
税
世
帯
は

無
料
)

頸
お
せ

わ
課

在

宅
歯

科

診
療

事
業

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の

在
宅
で

ね
た
き
り
状
態
の
人
に

対
し
て

、
往
診
に
よ
る
入
れ
歯

の
調
整
や
歯
の
治
療
な
ど
を
行

っ
て
い

ま
す

。

費
用
・
:
保
険
等
の
扱
い
に
よ

り
受
診
者
負
担
と
な
り
ま
す

。

老
人
医
療
受
給
者
証
も
使
え

ま

す
。

蠢
健
康
管
理
課

日
常

生
活

用

具
給
付
(
貸

与
)

事
業六

十
五
歳
以
上
の
ね
た
き
り

老
人
、
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
に
、

日
常
生
活
用
具
を
給
付
(
貸
与
)

し
ま
す
。

給
付
(
貸
与
)
用
具
…

①
特
殊

寝
台
(
キ

ャ
ッ
チ

ベ
ッ

ド
)
②
エ

ア
ー
マ
ッ
ト

③
車
い

す
ほ
か

費
用
…
無
料
(

生
計
中

心
者

の
前
年
の

所
得
税
が
非
課
税
世

帯
の
人

が
利
用
で

き
ま
す
)

蠢
お
せ

わ
課

訪

問
看
護

事

業

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の

在
宅
で

ね
た
き
り
状
態
に
あ
る

人
に
対
し
て

、
主
治
医
の
指
示

に
基
づ
い
て
定
期
的
に

看
護
婦

が
訪
問
し

、
健
康
チ

ェ
ッ
ク
や

介
護
の

仕
方
の
助
言
な
ど
を
、

ねたきり のお年寄り でも 歯の治療を受けられます

室内で浴槽を組み立てます

一
日
二
時
間
以
内
、
月
に
八
日

程
度
行
っ
て
い
ま
す
。

費
用
・
:一
回
当
た
り
八
百
二

十
四
円
(

生
活
保
護
世
帯
、
ま

た
は
前
年
の

所
得
税
が
非
課
税

世
帯
は
無
料
)

頽
健

康
管
理
課

ね
た

き
り

・
痴

呆
性

老
人

福
祉

手
当

日
常
生
活
の
ほ
と
ん
ど
に

介

護
を
必
要
と
す
る
ね
た
き
り
、

ま
た
は
痴
呆
性
老
人
を
自
宅
で

六
ヵ
月
以
上
介
護
し
て
い

る
場

合
、
月
額
一
万
二
千
百
円
の

福

祉
手
当
が
受
給
で
き
ま
す
(
入

院
し
て
い
た
り
、
他
の
福
祉
手

当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
該
当

し
ま
せ
ん
。
所
得
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
)
。

布
お

む
つ

を
貸
し

出
し

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の

在
宅
で
ね
た
き
り

状
態
の
人
に

布
お
む
つ
を
お
貸
し
し
ま
す
。

貸
与
枚
数
・
:一
人
一
日
に
つ

き
十
枚
ま
で

費
用
…
無
料
(

生
活
保
護
世

帯
、
生
計
中
心
者
の

前
年
の
所

得
税

が
非
課
税
世
帯
の
人

が
利

用
で
き
ま
す
)

憇
お
せ
わ
課

寝

具
乾
燥

消

毒
サ

ー
ビ
ス

ね
た
き
り
の
老
人
に

、
寝
具

の
乾
燥
消
毒
を
月
一
回
行
っ
て

い
ま
す
。

ひ

と
り
暮
ら
し
の

老
人
も
こ

の
サ

ー
ビ
ス

を

受
け
ら

れ

ま

す
。費

用
…
無
料
(

所
得
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
)

担
当
課

が
記
載
さ

れ
て
い
な
い

事
業
は

、「

な
が
い

き
課
」
ま
で

お

問
い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

看護婦が訪問して健康をチェッ ク

します

パ

ー

ト

看

護

婦

を

募

集

資

格

看

護
婦

の

免

許
を

持

っ

て

い

る

五

十
九

歳

く
ら

い

ま

で

の

人
(
准

看
護

婦

を

除

く
)

業

務

内

容

各

種
検

診

な

ど
の

看

護

業

務

熈

健

康

管
理

課

業

務

係

千

葉

県

警

察

官

を

募

集

募

集

期

間
8

月
2
6
日

困

ま

で

試

験

日

一

次
=
9

月
6

日

㈲

、

二
次
=
9

月
下

旬

試

験
会

場

第

一
次
=

柏

警

察
署

、

第
二

次

=
千

葉

市

内

募
集

人

員
男

子

(
大
・

高

卒

〔
見

込

み

〕
)
約

百

二
十

人

、

婦
人

警
察

官

約
十

人

貳
受

験

資

格

、

身
体

基

準
な

ど

詳
細

は

お

問
い

合

わ
せ

を

蠢

松

戸

警

察

署

。一一
6
9
-
0
1
1

0

番

、

松

戸

東

警

察

署

容
4
9

-
0
1
1
0

番

国

民

年

金

の

標

語

を

募

集

期

間
8

月
1

日

出
~
8

月
3
1

日

㈲
ま

で

内

容
国

民

年

金
制

度
の

認

識

を

高

め
る

も

の
で

。

「
国

民

年

金
」
、
「
基

礎

年
金

」
、

ま

た
は
「
年
金

」
の

字

句

の
入

っ

た

自

作
未

発

表
の

も
の

軍
官
製
ハ
ガ
キ
に
応
募
作
品
(
一

人

二
点

ま

で
)
・

住

所
・
氏

名

・

性
別

・
年

齢

・

職
業

・
電

話

番

号

を
記

入

し
て

、

期
間

内
(

消

印

有

効
)

に

〒
2
6
0
-
9
1
千

葉

市

中

央
区

市

場

町

一
-

一
千

葉

県

国

民

年
金

協

議

会
へ

市

職
員
募

集

職
種
・
人
員
看
護
婦
(
行
政

看
護
婦
)
若
干

名

資
格
昭
和

4
1年
4
月
2

日
以

降
に
生
ま
れ

た
人
(
市
内
医
療
機
関
に
勤
め

て
い
な
い
人
)

惠
7

月
2
9日
團
ま
で
に

、
必
要

書
類
を
添
え
て

人
事
課
人
事
係

へ公

開
講

座

「
万
葉

の
歌

び

と
た
ち

」

8
月
6
日
團
午
前
1
0時
~

正

午

会
場
市
民
劇
場

費
用
無

料茴
松
戸
万

葉
に
親
し

む
会
・
山

本
登
6
2
-
4
0
3
6
番

グ
ッ

ド
ラ
イ

フ

カ
レ

ッ

ジ

世
界

に
貢

献
で

き

る
日
本

人
と

な

る
た
め

に

8
月
2
2日
~
1
2
月
2
日
の
毎

週
土
曜
日

、
午
後
1

時
3
0分
~

4
時
3
0分

会
場
日
本
橋
女
学

館
短

大
(
柏

市
)

費

用
無

料

定

員
四
十
歳
上
(

十
歳
の
人
・

百
人

内
容
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ

ッ

シ
ョ
ン

と
講
演

惠
8
月
3
日
側
必
着
で
、
ハ
ガ

キ
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
職

業
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て

、

〒
2
2
7
柏
市
柏

匸
一
二
五
-

六
日

本
橋
女
学
館
短
大
総
務
課
グ
ッ

ド
ラ
イ
フ
カ
レ
ッ
ジ
係
(
a
o

4
7
1
-
6
7
-
8
6
5
5

番
)

へ

平
成
4
年
度
自
衛
官
募
集

募集種目 資 格 受付期間

2等

陸・海・空士

18歳以上

27歳未満

年間を通じて

行っています

高卒見込みの人
男子 9/5~

女子 8/1~
9/30

曹候補士
高卒(見込み)

27歳未満
8/1~9/14

一般

曹候補学生

高卒(見込み)

21歳未満
8/1~9/14

航空学生
高卒(見込み)

21歳未満
8/1~9/14

防衛

大学校学生

高卒(見込み)

21歳未満

推せん 9/5~
9/10

一般 嗣~

自衛隊生徒 中卒(見込み)

17歳未満

11/2~

5.1/4

口
口

は
男
子
の
み

一
固
自
衛
隊
松
戸
募
集
案
内
所
昔
8
9
-
6
5
4
0番

豊かな



保
健
衛
生

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
・
B
C
G
予
防
接
種

申
し
込
み
を
す
る
人
B
C
G

接
種
当
日
四
歳
未
満
で

、
B
C

G
を
一
度
も
受
け
て
い
な
い
人

で
、
ツ

ベ
ル

ク
リ
ン
・
B
C
G

の
問
診
票
を
持
っ
て
い
な
い
人

申
し
込
ま
な
く
て
も
よ
い
人
平

成
3

年
1
0月
1
日
~
4

年
3
月

3
1日
生
ま
れ
で

、
6
月
末
ま
で

に
住
民
登
録
し
て
い
る
人
は
、

8
月
上
旬
に
通
知
し
ま
す
の
で
、

申
し
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
以

前

の

ツ

ベ
ル

ク

リ
ン

・
B

C
G

の

問

診
票

を

持

っ
て

い

る
人

は

、
そ

れ
で

受
け

ら

れ

ま
す

。

惠
ハ
ガ
キ
に
「
ツ
反
申
し
込
み
」
・

住

所
・
保

護

者
と

子

供
の

氏

名
・

子

供
の

生

年
月

日

・

電

話
番

号

を
記

入

し

、
〒
2
7
1松

戸

市
根

本

三
八

七
-

五

松

戸

市

役

所
保

健

衛
生

課

ツ
反

・
B
C
G

係
へ

愛
の
献
血

8
月
1
日
出
午
前
1
0時
~
午

後
4
時

会
場
伊
勢
丹
松
戸
店

前圜
健
康
管
理
課
業
務
係

健

康

体
操
夏

期

講
習
会

8
月
4
日

㈹
・
6
日
困
・
8

日
出
・
1
8日

㈹
・
2
0日
團
・
2
2

日
出
・
2
5日

㈹
・
2
7日
團
、
午

前
9
時
3
0分
Λ
1
1時

会
揚
運

動
公
園
小
体
育
室

対
象
ス
ポ

ー
ツ
傷
害
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人

定
員
先
着
百
人

費
用

二
千
円

圉
当
日
会
場
で

蠢
松
戸
市
健
康
体
操
連
盟
・
滝

田
・一一
6
2
-
2
6
8
3
番

マ
ウ

ン
テ

ン

バ
イ
ク
教

室

(
初
級
コ

ー
ス
)

8
月
2
日

㈲
午
前
1
0時
~

午

後
3
時
(
小
雨
決
行
)

会
揚
古

ヶ
崎
サ
ッ
力
ー
場
(
古
ヶ
崎
中

学
校
側
)

対
象
中
学
生
以
上

・
先
着
五
十
人

費
用
無
料

圉
直
接
ま
た
は
電
話
で

、
運
動

公

園
内
ス
ポ
ー
ツ
課

一`
6
3
j
9

2
4
1

番
へ

市

民
ゲ

ー
ト

ボ

ー
ル
教

室

8
月
4
日

㈹
～
7

日
金
、
午

前
9

時
～
正

午

会
楊
金
ヶ
作

公

園
野
球
場

費
用
無
料

圉
当
日
会
場
で

蠢
松
戸
市
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

・
池
田
四
4
3
-
0
2
5
0
番

日 程 表

会 場 名 ツベル
クリ ン

判 定
BCG

衛 生 会 館 9/14C 月) 9/160*)

五 香 市 民 セ ン タ ー 8/26(7)0 8/28R

松 飛 台 市 民 セ ン タ ー 8/1900 8/21R

小 金 北 市 民 セ ン タ ー 9/7(,月) 9/900

東 部 市 民 セ ン タ ー 9/2 困 9/4 愬

馬 橋 東 市 民 セ ン タ ー 9/9 冰) 9/11R

健 康 増 進 セ ン タ ー 9/7C 月) 9/9( 水)

常盤平市民センタ ー別館 8/311月) 9/2C 水)

明 市 民 セ ン タ ー 8/24(j月) 8/26C 水)

古 ヶ 崎 市 民 セ ン タ ー 8/25C火) 8/27 困

稔 台 市 民 セ ン タ ー 8/311月) 9/2( 水)

小 金 原 市 民 セ ン タ ー 8/24G月) 8/26C 水)

新 松 戸 市 民 セ ン タ ー 9/8( 火) 9/10C 本)

小 金 市 民 セ ン タ ー 8/19(7)0 8/21R

常盤平市民センタ ー別館 9/1600 9/18R

馬 橋 市 民 セ ン タ ー 8/25C火) 8/27 困

六 実 市民 セ ン タ ー 別 館 9/1C 火) 9/3 内

二十世紀が丘市民センター 9/1(:火) 9/3(*)

時間

午
後
1
時
1
5分
~
2
時
3
0分

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、
市主催の催し物です。

人口と世帯(7 月1日現在)

O 人口461,578 人(+448)

男234,87 日人(+273)

女226,7DO 人(+175)

O 世帯168,443(+38 〔〕)

囗
は
前
月
比

ス
ポ
ー
ツ

オ

ー

バ

ー

フ

ォ

ー

テ

ィ

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

大

会

9

月
6

日

㈲

午

前
9

時

か

ら

会

場

小
金

原

体
育

館

対

象
当

日

四

十

歳
以

上

の
人

定

員

百

三

十
人

費
用

六
百

円
(

弁

当

持

参
)

匣
7
月
3
1
日
窗
必
着
で
、
ハ
ガ

キ

に

住
所

・

氏

名

・
電

話

番

号

を

記
入

し

て

、

〒
一
…一一
松

戸

市

西

馬

售

〒

三

四

―

五
苅

部

徳

子

(
四
4
1
-
5
4
7
8

番
)
へ

タ

ー
ゲ

ッ
ト

バ
ー

ド
ゴ

ル
フ

教
室8

月
9
日
面
午
前
9
時
～
正

午

会
場
五
香
西
町
ち
び
っ
こ

の
広
場

費
用
保
険
料
二
百
円

臙
当
日

会
場
で

蠢
体
育
指
導
委
員
・
野
中
四
8
7

-
4
4
3
8

番

講
座
・
講
演

音
楽
の
広
場
(
合
唱
講
座
)

7
月
2
8日
㈹
午
後
1
時
3
0分

~
3
時
3
0分

会
揚
市
民
会
館

費
用
テ
キ
ス
ト
代
二
千
七
百
円

固
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係
四

6
6
1
7
4
(
‥`
)り乙
番

犬
・
猫
は

正
し

く
飼
い
ま
し
よ
う

福
助
菊
作
り
の
植
え
込
み

講
習
会

8
月
2
日
面
午
後
1
時
~
4

時

会
場
市
民
会
館

費
用
無

料践
松
戸
菊
花
会
・
君
島
四
8
7
-

1
4
5
0
番

サ
ー
ク
ル

松
戸
女
子
体
操
ク
ラ
ブ
・
水

金
会毎

週
水
曜
・
金
曜
日
、
午
前

1
0時
~
正
午

会
場
運
動
公
園

小
体
育
館

費
用
月
千
五
百
円

(
入
会
金
千
円
)

蠢
山
中
公
6
8
1
5
7
6
5
番

(
午
後
7
時
以
降
)

火
木
会
(
家
庭
婦
人
卓
球
)

毎
週
火
曜
・
木
曜
日
、
午
前

9
時
～
午
後
1
時

会
場
運
動

公
園
卓
球
室

費
用
月
千
五
百

円
(
入
会
金
二
千
円
)

黯
垣
内
四
6
7
-
7
4
6
4番

松
戸
少
年
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー

ル
毎
週
日
曜
日
午
前
9
時
~
正

午

会
場
自
衛
隊
松
戸
駐
屯
地

グ
ラ
ウ
ン
ド

対
象
幼
児
・
小

学
生

費
用
月
千
円
(
入
会
金

千
円
)

蠢
銅
谷
四
4
1
-
9
3
1
1番

松

戸

ア

ミ

ュ

ー

ズ

新

体

操

ク

ラ

ブ
(

小

・

中

学

生

対

象
)

毎

週

水

曜
ま

た

は
日

曜
日

、

午
後
5

時
～
7

時

会

場

常
盤

平

体

育

館

費
用

月

四

千

円

(
入

会

金
三

千

円
)

蠢

大

門

四
8
6
-
4
4
3
4

番

松

戸

ペ

ン

習

字

サ

ー

ク

ル

第

二

・

第
四

水

曜
日

、

午

後

6
時
3
0
分
か

ら

会

場
市

民

会

館

費

用
月

千

五
百

円
(

入

会

金

千

五
百

円
)

蠢

木

村

四
4
3
-
0
1
9
8

番

ゆ

っ

く

り

学

ぶ

中

国

語

会

毎

週

木
曜

日

、

午

後
6

時
3
0

分
~
8

時
3
0
分

会
場

婦

人

会

館

費
用

月

三

千
円
(

入

会

金

な
し
)

黯

東

四
6
7
-
3
2
1
9

番

健

康

体

操

さ

く

ら

会

毎
週

火

曜

・

木

曜
日

、

午

前

9

時
2
0
分
~
1
1
1
1

一
時

会

揚

常

盤

平

体

育
館

費
用

月

二

千

円

(
入

会

金

千

五
百

円
)

黷

齊
藤

四
8
7
-
5
2
8
2

番

松

戸

山

の

会

第
二

・

第
四

水

曜

日

、

午

後

7

時
~
9

時

会

場

婦

人

会
館

費
用

月

七
百

五
十

円
(

入

会

金

千

円
)

蠢

奥

山

四
8
5
-
7
7
7
0

番

市民大学夏期講座
コース A B

期 日
8/4~25
の各火曜日

8/21~9/4
の各金曜日

時 間 午後6 時30分~8時30分

内 容

地球環境をめぐる南

北問題

一地球サミットを考

える-

週休2日時代の余暇

と地域づくり

講 師
麗沢大学教授

小野 博司氏

釖余暇開発センター
米村 恵子氏

千葉大学助教授
中村 攻氏

会 場 市民劇場

費 用 無料

定 員 先着各50人

匣電話で社会教育課成人教育係昔
66-7462番へ

女
声
合
唱
団

コ

ー
ル

ー
メ
イ

毎
週
金
曜
日
、
午
前
1
0時
~

午
後
O
時
3
0分

会
場
青
少
年

会
館
本
館

費
用
月

三

千

円

(入
会
金
な
し
)

蠢
大
沢
四
6
7
-
1
7
9
8番

松
戸
児
童
合
唱
団

毎
週
日
曜
日
、
ジ
ュ
ニ
ア
=

午
後
1
時
~
3
時
、
シ
ニ
ア
=

午
後
3
時
~
5
時

会
場
市
民

会
館

費
用
月
三
千
円
(
入
会

金
二
千
円
)

縢
星
野
豊
4
4
-
6
0
1
9番 楽しいコーラス練習

ニツ木

新松戸地区を見おろす台地

蘇羽鷹神社

あ
な
た
の
身
近
な
、
ち
よ
つ
と
す
て
き
な
場
所
を

広
報
課
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

私
は
散
歩
が
趣
味
で
、
よ
く
神
社
・
公
園

巡
り
を
し
ま
す
。
蘇
羽
鷹
神
社
周
辺
は
、
そ

の
中
で
も
特
に
気
に
入
っ
て
い
る
場
所
で
す
。

子
供
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
遊
び
、
野
鳥
も

い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
新
松
戸
地
区
が
一
望

で
き
る
の
も
魅
力
で
す
ね
。

ニツ木

中沢 いとさん

上ノ台公園から神社を望む

蘇羽鷹(そばだか)神社周辺は、

縄文時代前期(5,500年前) の遺跡

や人骨、大量の土器などが発見さ

れ、ニツ木向台遺跡として由緒あ

るところです。

上ノ台公園と敷地がつながって

いて、貴重な自然も残っているの

で、子供たちの良い遊び場にもな

っています。

国道6 号線のけん騒と、鳥のさ

えずり、子供の笑い声のハーモニ

ーが、不思議な空間をつくり出し

ています。また、新松戸地区の街

並みの眺望は、市内随一のもので

す。

い

い

と

こ

み

つ

け

た



ご参加ください 情報
矢

切
公

民

館
名
画

劇

場

「
象
の

い
な

い
動
物
園

」

8
月
9

日
㈲
午
後
1

時
3
0分

～
3
時

会
場
矢
切
公
民
館

費
用
無
料

定
員
百
七
十
人

圉

電
話
で

矢
切
公
民
館
四
6
8
-

1
9
｀
1
4
番
へ

子
ど
も

劇

場

①
7
月
2
4日

窗
午
前
1
1時
3
0

分
②
2
5
日
出
午
前
1
1
時
、
午
後

3
時
開
演

会
揚
①
野
菊
野
団

地
集
会
室

②
ミ
カ
エ
ル
幼
稚
園

費
用
九
百
円
(
三
歳
か
ら
)

内

容
劇
団
風
の
子
東
京
「
ダ
ン
ボ

ー
ル
シ
ア

タ
ー
小
さ
い
劇
場
」

蠢
松
戸
西
子
ど
も
劇
場
・
高
橋

・
1
6
1
-
1
6
0
6番

松
戸
市

歩

こ
う

会

初

秋
の

奥
日

光
散
策

9
月
6

日
㈲
午
前
6

時
、
松

戸
駅
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
前
集
合
、

午
後
8
時
帰
着
予
定
(

貸
切
バ

ス
利
用
。
徒
歩
十
二
㌔
・
雨
天

決
行
)

費
用
大
人
七
千
円
・

子
供
六
千
円

定
員
百
五
十
人

惠
7
月
3
1
日
廊
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
に

住
所
・
氏
名
・
性
別
・
年

齢
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒

2
7
1
松
戸
市
上
矢
切
二
九
九
-
一

松
戸

市
歩
こ
う
会
実
行
委
員
会

(
矢
切
公
民
館
内

一`
6
8
-
1
2

1
4

番
)
へ

松

戸
市

合
唱

連

盟
合
唱

交
歓

会

7
月
2
6日
㈲
午
後
o

時
3
0分

開
演

会
場
市
民
会
館

費
用

無
料

鬨
浅

井
四
6
7
-
8
6
1
3
番

松

戸
市

身
体

障
害

者
福

祉
会

親
睦

研
修

旅
行

9
月
2
0日
面
~
2
1日

㈲
、
当

日
の
午
前
8
時
に
市
役
所
駐
車

場
集
合

行
き
先
裏
磐
悌
・
芦

ノ
牧
温
泉

対

象
市
内
在
住
の

身
障
手
帳
保
持
者
・
先
着
八
十

五
人

費
用
大
人
一
万
三
千
円
、

子
供
(
十
二
歳
ま
で
)
一
万

一
千

円圉
8

月
1
0日

㈲
ま
で
に
、
電
話

で

柳
・
1
4
6
-
3
5
7
1番
へ

鈴
虫

の
無
料

配

布

7
月
2
3日
閑
午
前
9

時
3
0分

~
1
1時
(
雨
天
決
行
)

配
布
場

所
①
松
戸
西

口
公
園
②
金
ヶ
作

公

園
駐

車
場

③
小

金
原
公

園

(
小
広
場
)
④
新
松
戸
中
央
公
園

配
布
数
一
人
当
た
り
オ
ス

ー
メ

ス
ニ
匹
ず
つ
(
先
着
順
)

※
虫
か

ご
(
網
目
の
細
い

も
の
)

を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ビ
ニ
ー
ル

袋
で
は
配
布
で
き

ま
せ
ん
。

蠢

助
ま
つ

ど
街
と
水
辺
の

緑
化

基
金
(
市
役
所
内
)

き
び
き
び
と
し
た
消
防
団
の
訓
練

平

和

パ

ネ

ル

展

・

平

和

図

画

展

を

開

催

①
7

月
2
9
日
困
~
8

月
9

日

㈲
〔
3

日

側

は
休

館

〕
②
8

月
‥
1
1
1
1

一

日

㈹
～
1
5
日

出

会
場

①

文
化

ホ

ー
ル

ギ

ャ
ラ
リ

ー

②
市

役

所

一

階
本

館

新

館

連

絡
通

路

内

容
ユ

ニ

セ

フ

の

ア
フ

リ

カ

飢

餓

な

ど
の

パ
ネ

ル

と

市
内

中

学

生

の

図

画

約

四

十

点

圜

総
務

部

庶

務

課

庶
務

係

平
和
図
書
コ
ー
ナ
ー
開
設

8

月
1

日

出
~
1
5
日

出

会

場

市

立

図

書
館

本

館

二

階

蠢

市

立

図

書
館

窟
-
-
5
1
1

5
番

催

し

物

民間保育園の催し物案内

催し物名 日 時 会 場 対 象 費用 申し込み(電話で)

育児 相 談
毎月第2 土曜日

午後1 時~5時

松戸乳児センター

(松戸新田597)
乳幼児

無

料

松戸乳児センタ
ー

062 ―7610番

親子わらべ

うた教室

毎月第4 火曜日
午後5 時30分

~6 時15分 子すずめ保育園

(日暮266)

親 子

子すずめ保育園

087-9874 番

育児 相 談
毎月第4 火曜日

午前10時~正午
乳幼児

子育てテレ

フォン相談

毎週月曜日

~
金曜日

午前10時~正午

乳幼児
新松戸ベビーホ
ーム
酋43-4222番

リズム遊び

教室

毎週木曜日

午前9 時30分
~11時

松戸南保育園

(小山523)
乳幼児

松戸南保育園

068-0366 番

夏まつり会
8/29C二t)

午後4 時~5時

しらかば公園

(新松戸南1 丁目)

幼児

~学童 松戸ひばり保育

園 046-0336 番
育 児相 談

毎月第2 土曜日

午後1 時~5時

松戸ひばり保育園

(西馬橋1-28-16)
乳幼児

ご
み

ツ
ア

ー

8
月
2
0日
困
午
前
9

時
~
午

後
2
時
3
0分

コ

ー
ス
市
役
所

～
日
暮
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
～

資
源
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
~

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
(
昼
食
)
~

再
生
処
理
工
場
~

市
役
所

対

象
市
内
在
住
・
在
勤
者
、
先
着

二
十
三
人

惠
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢

・
電

話

番

号

を
記

入

し

、

〒

一
…一一
松
戸

市

根

本
三

八

七
-

五
松

戸

市

役
所

ご
み

を

減
ら

す

課
へ

母
と

子

の

ク

ッ

キ
ン
グ

教
室

7
月
3
1日
窗
、
8
月
2
0日
團

午
前
1
0時
～
午
後
2
時

会
場

市
民
会
館
料
理
教
室

対
象
小

学
校
三
年
生
以
上
の
母
と
子
(
男

の
子
歓
迎
)

定
員
先
着
各
二

十
組
四
十
人

持
ち
物
エ
プ
ロ

ン
・
三
角
き
ん
・
ふ
き
ん
二
枚
・

筆
記
用

具

費
用
無
料

惠
毟
話
で
健
康
管
理
課
松
戸
方

面
保
健
室
へ

昨
年
の
ご
み
ツ
ア
ー
か
ら

夏
休
み
の
催
し

文
化

ホ

ー
ル
科

学
コ

ー

ナ
ー

夏

休

み
特

別

企
画

「
か

が
く

で

あ
そ

ぼ
う
サ

イ
エ

ン

ス
ゲ

ー

ム
」

7
月
2
9日
團
~
8

月
3
0日
旧

(
月
曜
休
館
)
、
午
前
1
0時
～
午

後
6

時

会
場
文
化

ホ
ー
ル

費
用
無
料

圜
文
化

ホ
ー
ル
四
6
7
-
7
8
1

0
番

夏

の

星
座

を
探

し
て

み
よ

う

(
夏

休
み

天

文
教
室
)

7
月
2
5日
出
午
後
5
時
~
8

時

会
場
市
民
会
館

内
容
星

座
早
見
盤
の
工
作
お
よ
び
使
い

方
、
夏
の
星
座
の
探
し
方

講

師
松
戸
天
文
同
好
会
会
長
・
小

林
昭
彦
氏

対

象
市
内
小
学
校

高
学
年
生
(
必

ず
保
護
者
同
伴

の
こ
と
)

定

員
先
着
八
十
人

持
ち
物
は
さ
み
・
力
ッ
タ
ー
ナ

イ
フ

ー
ホ
チ
キ
ス
・
古
新
聞

費
用
無
料

匣
7

月
2
2日
團
午
前
1
0時
か
ら
、

電
話
で

市
民
会
館
四
6
8
-
1
2

3
7
番
へ

夏

の
夜

空

に
星

と
親
し

も

う

(
夏

休
み

中
の

市
民

会

館
プ

ラ

ネ
タ
リ

ウ

ム
投

映
)

団体(20人以上)の場合はご相談ください。

期間・曜日 1回目 2 回目 3 回目

7
/
2
2
~
8
/
3
0

水
・
木

午
後
1
時
3
0分
か
ら

午
後
3
時
3
0分
か
ら

土
・
日

午
前
1
0時

か
ら

夏

休

み

講

座

会
場
文
化

ホ
ー
ル
内
講
座
室

対
象
小
学
校
四
年
生
以
上
・
先

着
三
十
人
(
親
子
で
も
参
加
可
)

費
用
無
料

電
話
で
文
化
ホ
ー
ル
四
6
7
-

7
只
)
1
0
番
へ

日 時 内 容 講 師 持ち物

7/
2喘

午
後
2
時
～
4
時

お手玉を作つ

てみよう

鈴木しづか

氏

裁縫

用具

2翩

干葉の化石に

ついての話を

間こう

福田 芳生

氏
筆記

用具

2痼
台風を調べて

みよう

伊藤 嘉一

氏

2艱
わらぞうりを

作つてみよう

小野瀬ふじえ

氏
花ば

さみ

3翩

昔の風習を学

ぼう、まこも

細工をしよう

大井 弘好

氏

31圀
楽しい魚の話

を聞こう

小泉正行

氏

筆記

用具

費
用
三
歳
~
中
学
生
=
三
十

円
、
高
校
生
以
上
=
五
十
一
円

固
市
民
会
館
四
6
8
-
1
2
3
7

番

どんな 星が見えるかな

夏
休
み
親
子
せ
せ
ら
ぎ
教
室

8
月
7
日
窗
午
前
8
時
3
0分

市
役
所
正
面
玄
関
前
集
合
小

雨
決
行
、
荒
天

中
止
)

内
容

水
上
バ
ス
で
遊
覧
、
江
戸
川
で

の
稚
魚
の
放
流
な
ど

対
象
小

学
生
以
上
の
児
童
・

生
徒
と
親
、

先
着
八
十
人

持
ち
物
昼
食
・

水
着

費
用
千
五
百
円
(
事
前

に
直
接
持
参
。
当
日
不
参
加
で

も
返
却
で
き
ま
せ
ん
)

惠
7
月
2
8日
㈹
ま
で
の
午
前
9

時
～
午
後
4
時
の
間
に
、
電
話

で
江
戸
川
を
守
る
会
松
戸
支
部

事
務
局
(公
害
課
内
)へ

夏
休
み
青
少
年
教
字

対
象
市
内
在
住
・
在
学
の

青

少
年

惠
7
月
2
7日
㈲
必
着
で
、
往
復

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
学
校
名
・
学
年
・
希
望

教
室
名
(
一
人
一
教
室
)
を
記
入

し
、
〒
2
7
0
松
戸
市
新
松
戸
南
二

上

一
松
戸
青
少
年
会
館
(

き
4
4

1
8
5
5
6

番
)
へ

直
接
来
館
し
て
の
申
し
込
み

可
ハ
ガ
キ
を
持
参
の
こ
と
)

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
に
な
り
ま
す
。

会場: 青少年会館本館

教 室 名(定員) 日 時 教材費 講 師

ミ ニ バ ス ケ ツ ト
(小3 以上30 人)

8/4( 火)・5 冰)・6 困・7 鬯・8 山・11(火)
・12伽 午前9 時~11時

800円 松戸市バスケット 協会

バ ド ミ ン ト ン
(小3 以上30 人)

8/4 ㈲・5C 水)・6 内・7 哨・8 山 一11㈲
・12伽 午後3 時~5 時

1.000円 松戸市バドミントン 協会

親
子 イ ン デ ィ ア カ
(小3 以上30 人)

8/4C 火)・5 團・6 附・7 應・8( 二t二}・11C火)
・12團 午後1 時~3 時

800円 千葉県インディアカ協会
原島 初江氏

木 工 作 教 室
(小3 以上30 人)

8/21鬯 ・22山・23(日)・25(火)・26伽・27困
・28鬯・29(力 午前9 時30分~11 時30分

1,000円 松戸少年少女発明クラブ
柴田 姜 親氏

牛 乳パック 葉書 ・工作
(小3 以上20 人)

8/5C 水)・7 鬯・9( 日)・12伽
午前10 時~正午

1,000円 松戸
レタスの会

中村 孝子氏ほが

手 品 入 門
(小3 以上20 人)

8/4 図
・5 伽 ・6 附・7 圃・8 山 ・9(日)

・11(火)・12哨 午前9 時30分~11時30分
2,5001円

松戸奇術会
岩田 やすし氏

手 づ く り 絵 本
(小3 以上20 人)

8/5 哨・11(火)・25(火)・2吻く)
午前10時~正午

2,000円 絵本作家 牧島 敏乃氏

会場: 新松戸市民センター
こ ど も 料 理

( 小3 以上15 人)
8/6 困・7 鬯・8 山・11(火)・1吻く)

午前9 時30 分~11時30分
2,000円 お菓子のアトリ

エ
植本 愉利子氏

ぬいぐるみクリー
ニング

( 小3 以上15 人)
・8/19C昶・20附:22 山・27哨・29(土)

午前9 時~11時
700円 第一青藍会

稲本 連子氏

父 と 子 のう ど んう ち
( 小3 以上15 人)

8/23(日) 500円 松戸市栄養改鋳推進員
土屋 信子氏

会場: 青少年会館樋野口分館
親 子 ぉ り が み

( 小3 以上30人) 8/4( 火)・5 團 ・6 困 ・7 應・8(二t)・9(日)
・11(火)・12伽 午前9 時~11時

1,000 円

松戸折り紙サークル
島村 芳子氏

英語であそぼう
( 小3 以上20 人)

日本児童英語振興協会員
中沢 典子氏

不
用
品
情
報

譲

り

ま

す

【
家
具
】◆
米

び
つ
付

き
レ
ン

ジ
台
二
千
円
◆
学
習
机
・
い

す
五
千
円
◆
セ
ミ
ダ
ブ
ル

ベ

ッ
ド
無
料
◆
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ

ド
三
千
円
◆
本
棚
三
千
円
◆

和
だ
ん
す
無
料
◆
ス
チ
ー
ル

製
本
箱
三
千
円

【
電
気
製
品

】◆
英
文
タ
イ

プ

ラ
イ
タ
ー
無
料
◆
二
槽
式
洗

濯
機
無
料
◆
ホ
ッ
ト
ト
レ
イ

付
き
デ
ィ
ー
ボ
ッ
卜
千
円
◆

小
型
冷
蔵
庫
無
料
◆
冷
蔵
庫

一
七
〇
£
一
万

円

【
子
供
用
品
】
◆

ベ
ビ
ー
バ
ス

五
百
円
◆
食
卓
い
す
五
百
円

・
五
千
円
◆
日
本
昔
話
カ
セ

ッ
卜
八
巻
と
絵
本
セ
ッ
ト
一

万
円
◆
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク
五
千

円
◆
歩
行
器
無
料
◆
A

型

ベ

ビ
ー
カ
ー
無
料

【
ス
ポ
ー
ツ
用
品

・
楽
器
】◆

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
シ
ン

ー
万

円
◆
ゴ
ル
フ
パ
タ
ー
マ
ッ
卜

無
料
◆
ブ
ギ
ー
ボ
ー
ド
四
千

円
◆
電
気
オ
ル

ガ
ン
千
円

「
日
用
雑
貨
」◆
金
庫
五
千
円

◆
万
能
物
干
し
台
一
万
円
◆

ぺ
ッ
卜
用
お
り
無
料
◆
傘
立

て
二
千
円
◆
座
ぶ
と
ん
五
枚

組
二
千
円

惠
ハ
ガ
キ
に
希
望
品
名
(
一

枚
一
点
)・
価
格
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
(
昼
間
)
を
明

記
し
て

、
7
月
2
4日

窗
〔
当

日
消
印
有
効
〕
ま
で
に

、
〒

2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八
七
-

五

松
戸
市
役
所
消
費
生
活
課
消

費
生
活
係
へ

※
相
手
の
紹
介
は
月
末
に
抽

選
し
、
当
選
者
に

電
話
連

絡
し
ま
す
。
紹
介

後
は
自

主
交
渉
に
な
り
ま
す
。

○

次
回

掲
載

分
の

申

し
込

み

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、

7
月
2
4日

窗
ま
で
に
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

。

価
格
は
一
万
円
ま
で
で

、
衣

料
品
・
食
料
品
・
自
転
車
は

扱
い
ま
せ
ん
。

蠢
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係

緊急医療体制

健康保険証を忘れずに

◆夜間急病診療所(毎日)

午後8時~11時衛生会館内

……………068-3756 番

◆待機病院(毎日)・午後5時~午前9時
テレホンサービス……………………O66-0010 番

◆緊急休日在宅当直医・午前9時~午後5時
テレホンサービス……………………S66-0010 番

◆休日土曜日夜間歯科診療所・午後8時~11陦

衛生会館内……………………………O65-3430 番

市役所・支所

連絡先

●市 役 所(66)1111

●常盤平支所(87)2131

●小 金 支 所(41)5101

●小金原支所(44)4151

●六 実 支 所(85)0113

●馬 橋 支 所(45)2131

●新松戸支所(43)5111

●矢 切 支 所(62)3181

●東 部 支 所(92)3061



カワウ

黒い身体 長い首とくちばし

白と黄のほお 背中は茶褐色

全長81cm

翼開長130cm

見られる場所 江戸川

以前はあまり見かけませんでしたが、上野

動物園内の島で繁殖し始めてから急に数が多

くなりました。昼は東京湾の浅瀬や江戸川な

どで魚を捕り、夜は上野に戻ります。朝夕の

餌(えさ)場との往復の時にきれいな編隊で飛

ぶのでガンの群れと間違える人もいます。

江戸川では集団でいつせいに潜ったり浮い

たりする姿が見られることもあります。

日本のウ飼いはよく似たウミウを使います

が、中国ではこのカワウガ使われます。

マ
マ
さ
ん
パ
ワ
ー
全
開
/

松
戸
レ
デ
ィ
ス
全
国
大
会
へ

松戸レ ディスのモット ーは「和と健康」。「強さ 」はおまけ

第11回全国ママさんバスケットボール交歓大会県予

選会で、松戸レディスガ連続11回目の優勝。準優勝の

常盤平レディスとともに、7月24日山口県萩市で行わ

れる全国大会に出場します。

ここ数年主力選手の出産などで、全国大会で振るわ

なかった松戸レディスですが、「今年は、フルメンバー

でがんぱります」とのこと。

ママさんパワーに期待が寄せられます。

松戸
の

野鳥
ス

ナ

ッ

プ

シ

ョ

ッ

ト

あなたの撮ったスナップ写真

(街の話題・身近な出来事など)

をお寄せく ださい。採用 の方に

は記念品を差し 上げ ます。

煦広報課

総作品数、311点

第27回松戸市美術展

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
勝
ち
抜
こ
う
!

子供たちは元気いっぱい

寒 風 台 こ ど も会 が 県 大会 で 優 勝

寒風台こども会が、第6 回全日本少年

少女ソフト ボール大会の千葉県予選を勝

ち抜き、7 月31日廁から滋賀県守山市で

行われる、全国大会への出場が決まりま

した。

「大砲はいないし、選手の体格もほか

のチームと比べると見劣りしますが、チ

ームワークはどこにも負けない」と監督

の北森さん。全国大会へ向けての最後の

調整に余念がないようです。

北森監督と前田く ん

キ
ャ
プ
テ
ン

前

田

智

く
ん

県
の
予
選
で
は
、
も
う
だ

め
だ
と
思
っ
た
こ
と
が
何
度

か
あ
り
ま
し
た
が
、
優
勝
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全
国
大
会
も
一
生
懸
命
が

ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

力作に、訪れた人も目を奪われます

6月23日から7 月5 日まで、文化ホールギャラリー

で第27回松戸市美術展が開催され、多くの市民が訪れ

ました。

市民がこぞって参加できる美術展として、日本画乃

点、洋画214点、彫塑22点、総数で311点と、前回より

も30点余り出品が増えました。

年々、出品作の水準が高くなっていると評判の松戸

市美術展。あなたも、芸術家を目指してみませんか?

ま
つ
ど
文
学

散
歩大佛

次

郎

『
天

皇

の

世
紀

』

大
悌
次
郎
(
一
八
九
七
～
一
九
七
三

年
)

は
、
横
浜
生
ま
れ
。
鎌
倉
の
大
仏
裏
に
住
ん

で
い
た
こ

と
か
ら
、「
大
悌
次
郎
」
の

ペ
ン

ネ

ー
ム
で

執
筆
し
、
初
期
の
代
表
作「
鞍
馬

天
狗
」
は
、
創
作
の
ス

ー
パ

ー
ス

タ
ー
と
し

て
、
姿
三
四
郎
や
机
竜
之
助
な
ど
と
と
も

に
映
画
、
テ
レ

ビ
、
舞
台
に
と
大
活
躍
を
続

け
て
い

ま
す
。

新
聞
小
説
と
し
て
連
載
し
た
『
照
る
曰

く
も
る
日
』
『
赤
穂
浪
士
』
等
に
よ
り
、
大

衆
文
学
に

知
的
で
斬
新
な
作
風
の
新
境
地

を
開
き
、
戦
後
は
、
荒
廃
し
た
世
相
を
批
判

し
た
『
帰
郷
』
で

芸
術
院
賞
受
賞
。
昭
和
三

十
九
年
に
は
文
化
勲
章
を

受
け
ま
し

た
。

ま
た
、「
パ
リ
燃
ゆ
」
な
ど
知
性
あ
ふ
れ

る
作
品
を
残
す
な
ど
、
通
俗
的
な
大
衆
文

学
を
芸
術
的
な
地
位
に

ま
で
高
め
た
功
績

は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
横
浜
市
の
港
の
見
え
る
丘
公

園

に
「
大
儀
次
郎
記
念
館
」
が
あ
り
、
そ
の
書

斎
が
復
元
さ
れ
て
い

ま
す

。

『
天
皇
の

世
紀
』
は
、
豊
富
な

資
料
に
基

づ
く
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
も
い
う
べ
き
史
伝

で

、
昭
和
四
十
二
年
~
四
十
八
年
ま
で

病

苦
と

闘
い
な
が
ら
新
聞
連
載
千
五
百
五
十

五
回

ま
で

書
き
、
著
者
の
死
去
で

未
完
に

終
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
中
の
「
大
獄
」
の
章
に
、
幕
末
の

安

政
の

大
獄
で
の
大
老
井
伊
直
弼
と
、
水
戸

藩
前
藩
主
徳
川

齊
昭

、
藩
主
慶
篤
親
子
と

の

確
執
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ

た
水
戸
街
道
小
金
宿
の
往
来
の

さ
ま

が
描

か
れ
て
い

ま
す
。

安
政
五
年
(
一
八
五
八
年
)
、
藩
主
謹
慎

の
命
に
、
水
戸
藩
は

殺
気
立
ち
、
多
く
の
藩

士
が
江
戸
を
に
ら
ん
で
、
江

戸
の
藩
邸
へ

向
か
う
た
め
水
戸
街
道
を
南
上

、
小
金
の

宿
場
に
約
千
人
が
集
結
、
中
に
は
自
刃
す

る
者
も
出
た
と
い
い
ま
す
。

幕
末
期
の
小
金
宿
の
住
民
た
ち
の
困
惑

は
大
変
な
も
の
で

、
女
性
や
子
供
を
裏
山

へ
避
難
さ
せ
た
り
、
金
目
の
も
の
は
穴
を

掘
っ
て

隠
し
た
り
、
財
産
家
と
目
さ
れ
る

旧
家
な
ど
は

、
屋
根
裏
や
床
下
へ
逃
れ
る

秘
密
の
通
路
を
作
っ
た
り
し
て
自
己
防
衛

し
た
と
い
い
ま
す
。

「
こ
の

時
に
当
り
士
民
の
南
上
せ
る

者

幾
千
人
。
皆
猛
進
し
て
志
願
を
貫
か
ん
と

せ

ざ
る
は
な
し
。
是
に

於
て
江
戸
水
戸
両

地
よ
り
は
頻
り
に
有
司
を
派
遣
し
て
沿
道

各
所
を
梗
塞
し
、
殊
に
小
金
駅
に
は

諸
職

の
派
出
甚
だ
多
く
厳
に
関
門
を
鎖
し
て
こ

れ
を
防
制
せ
り
。
故
に
南
上
せ
し

者
大
抵

こ

の
駅
に
留
め
ら
れ
、
爾
来
続
々

沓
集
す

る
も
の
雲
霞
の
如
し
」
(
水
戸
藩
資
料
)

こ
の
文
体
は
、
漢
文
の
持
前
で

誇
張
し

て

あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
当

時
水
戸
と
江
戸
を
つ
な
ぐ
水
街
道
は
、
現

在
東
京
都
内
に
入
っ
て
い
る
部
分
で
も
、

ひ
ろ
い
田
野
の
中
で
あ
る
。
小
金
は
広
い

原
で
あ
っ
た
。
埃
の
白
い
一
筋
の

道
が
、

筑
波
の
山
色
や
霞
ヶ
浦
の
水
に

触
れ
な
が

ら
、

青
野
を
貫
い
て
走
っ
て
い
た
。
街
道

で
は

あ
る
が
、
平

素
は
あ
ま
り

旅
人
も
通

行
人

も
な
い
路
上
に
、
気
負
い
立
っ
た
武

士
た
ち
が
続
々
と
江
戸
に
向
っ
て
、
連
日

の
よ
う
に
群
れ
を
な
し
て
い

た
こ

と
で

、

目
立
つ
の
が
当
然
で

あ
ろ
う

。

(『
天
皇
の
世
紀
』
)

(
市
立
図
書
館
)

小金宿にある東漸寺
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